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『ほしのはじまり 決定版星新一ショートショート』星新一著 角川書店 

 

手軽にできる非現実体験 

 

き詰まった時、あなたなら何をしますか？気分転換のために 

することといえば、映画鑑賞やゲームや読書といったことが

挙げられるだろう。しかし、いずれにしても私たちが求めているの

は、一時的に自分と現実世界を忘れて他人の人生を体験することで

はないだろうか。そこで、映画や長編小説では集中力が続かずにク

ライマックスまでたどり着けない私がおすすめするのが『ほしのは

じまり 決定版星新一ショートショート』。この本は一作品が数ペ

ージから十数ページのごく短い物語“ショートショート”から成り

立っており、読者はそれぞれの物語が持つ不思議な世界に入り込む

ことができる。星新一作品の特徴は、登場人物に複雑な設定がなく

具体的な地名もほとんど出てこないことであり、読者の想像力が邪

魔をせずに読み進めることができる。そのため、読者は「エヌ氏」

や「男」といった作中の人物の境遇を、自分が体験しているかのよ

うに楽しむことができる。また、いずれの作品もごく短いながら話

がどんどん展開し、皮肉が効いたオチが待ち受けている。ショート

ショートの魅力は、壮大な物語が濃縮されていることであり、それ

ぞれの物語に読み応えがあることだ。それゆえ、一作品読むだけで

映画を一本観たような満足感を得ることが出来る。しかも、その満

足感を得るまでにかかる時間はわずか数分である。映画を見る時間

がない忙しい人や、私のように集中力がない人の気分転換にはピッ

タリだ。ただし、次の話が気になってやめられなくなるのにはくれ

ぐれもご注意を。 
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